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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間（2015年４月１日から同年９月30日）における世界経済は、中国の

景気減速を受け、アジア地域を中心に経済成長の先行き懸念が高まりましたが、米国では雇用改

善や内需の拡大が続き、欧州は個人消費の回復が景気を下支えし、全体としては緩やかな回復基

調となりました。国内は、政府の成長戦略や日銀による金融政策のもとで、企業収益や雇用環境

の改善が続き、緩やかな回復基調が持続しました。 

当社グループ事業の主要対象分野である自動車関連分野は、北米、欧州での販売が伸長しまし

たが、国内及び中国では低調に推移しました。ＩＴ・デジタル家電分野は、スマートフォンなど

モバイル端末市場の成長が鈍化しました。製パン・製菓関連分野は、安定した国内需要に支えら

れ、概ね前年並みの推移となりました。 

このような状況のなか、当社グループは、2015年度からスタートした３か年の中期経営計画

『STEP 3000－Ⅱ』の基本戦略である「コア事業を中心とした規模拡大」「第３のコア事業の育

成」「新規事業の育成や業容／領域の拡大」のもと、国内外において事業展開を推し進めており

ます。新規事業では環境・エネルギー分野での新製品開発を加速させるべく、東京大学からグラ

フェンの製造技術に関するライセンスを取得して、商業生産を目指しサンプル提供を開始しまし

た。 

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は1,096億97百万円（前年同期比

9.3％増）、営業利益は89億80百万円（同31.3％増）、経常利益は87億５百万円（同19.6％増）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は58億63百万円（同16.9％増）となりました。 

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号

2013年９月13日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」とし

ております。 

また、第１四半期連結会計期間より、在外子会社の収益及び費用は、在外子会社の決算日の直

物為替相場により円貨に換算する方法から、期中平均為替相場により円貨に換算する方法に変更

し、遡及適用後の数値で前第２四半期連結累計期間との比較を行っております。 

 

報告セグメント別の概況は次の通りです。 

（化学品事業） 

当事業の売上高は、768億43百万円（前年同期比9.0％増）、営業利益は81億89百万円（同

33.4％増）となりました。 

 

①情報・電子化学品 

半導体材料は、最先端の微細化プロセスに対応した新規高誘電材料が海外を中心に伸長しまし

た。回路材料は、国内市場の縮小や海外需要先での生産調整の影響を受け、総じて低調に推移し

ました。光学フィルムやフォトレジストに使用される光硬化樹脂や光重合開始剤などの感光性材

料は、ディスプレイの高精細化や半導体の微細化に伴い、引き続き競争力の高い独自製品が国内

外で大きく伸長しました。 

情報・電子化学品全体では、前年同期に比べ増収増益となりました。 

 

②機能化学品 

樹脂添加剤は、国内の自動車及び建材向けの需要は期後半にやや持ち直しましたが、本格的な

回復に至らず、販売数量は前年同期を下回りました。海外では造核剤、紫外線吸収剤などの高機

能製品と汎用の酸化防止剤が伸長しました。界面活性剤は、化粧品原料の販売数量が減少しまし

たが、建築塗料向けの特殊界面活性剤が国内外で伸長しました。潤滑油添加剤は、自動車の燃費

向上とCO2排出低減に寄与するエンジンオイル向け添加剤が国内外で堅調に推移しました。機能

性樹脂は、自動車向けの高機能な特殊エポキシ樹脂が市場ニーズの拡大を受け伸長しました。 

機能化学品全体では、前年同期に比べ増収増益となりました。 
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③基礎化学品 

プロピレングリコール類は、トイレタリー等の日用品用途がインバウンド需要の拡大もあり、

堅調に推移しました。過酸化水素及びその誘導品などは、引き続き販売価格の改定や生産・物流

効率の見直しなどのコスト削減に取り組みました。 

基礎化学品全体では、前年同期に比べ増収増益となりました。 

 

（食品事業） 

当事業の売上高は、294億89百万円（前年同期比11.2％増）、営業利益は５億34百万円（同

41.9％増）となりました。 

製パン、洋菓子・デザート向けにマーガリン類、ホイップクリーム、フィリング類の販売が好

調に推移しました。海外では、加工油脂製品、フィリング類の販売が拡大し、売上・利益とも伸

長しました。 

食品事業全体では、前年同期に比べ増収増益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債および純資産の状況 

 総資産につきましては、前期末に比べ60億70百万円増加（前期比2.3％増）し、2,671億82百万

円となりました。 

 主な要因は、受取手形及び売掛金、機械装置及び運搬具の増加です。 

 負債につきましては、前期末に比べ11億49百万円増加（前期比1.2％増）し、990億28百万円と

なりました。 

 主な要因は、支払手形及び買掛金の増加です。 

 純資産につきましては、前期末に比べ49億20百万円増加（前期比3.0％増）し、1,681億53百万

円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2015年５月12日に公表いたしました連結業績予想を下表のとおり修正しております。 

 詳細につきましては、本日（2015年11月５日）公表いたしました「平成28年３月期第２四半期

連結累計期間業績予想と実績との差異及び平成28年３月期連結業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。 

 

 〔2016年３月期の連結業績予想〕 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

234,000 

百万円 

16,500 

百万円 

18,000 

百万円 

12,200 

円 銭 

118.12 

今回修正予想（Ｂ） 227,000 17,800 18,000 12,200 118.12 

増減額（Ｂ-Ａ） △ 7,000 1,300 0 0 ― 

増減率（％） △ 3.0 7.9 0.0 0.0 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成27年３月期） 
205,890 14,009 16,506 11,183 108.28 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2013年９月13日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 2013年９月13日。以

下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 2013

年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、

支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上す

るとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しておりま

す。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処

理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連

結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少

数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させる

ため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結

財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－

５項(4)及び事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半

期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

 

（在外子会社の収益及び費用の本邦通貨への換算方法の変更） 

 在外子会社の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりました

が、第１四半期連結会計期間より期中平均為替相場による方法に変更しております。この変更

は、在外子会社における売上高の重要性が増してきており、在外子会社の業績をより的確に連結

財務諸表に反映させるために行ったものです。 

 当該会計方針の変更を遡及適用し、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については

遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。 

 この結果、遡及適用前と比べ、前第２四半期連結累計期間の売上高は140百万円、営業利益は６

百万円、経常利益は３百万円及び税金等調整前四半期純利益は３百万円それぞれ増加しておりま

す。 

 また、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の

前期首残高は５億87百万円減少し、為替換算調整勘定の前期首残高は同額増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2015年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2015年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 40,625 41,497 

受取手形及び売掛金 44,881 48,010 

有価証券 3,233 3,733 

商品及び製品 21,531 22,518 

仕掛品 4,451 4,444 

原材料及び貯蔵品 14,064 14,428 

その他 6,979 7,193 

貸倒引当金 △208 △203 

流動資産合計 135,558 141,623 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 22,520 24,106 

機械装置及び運搬具（純額） 23,206 25,945 

土地 21,275 21,272 

その他（純額） 9,638 7,292 

有形固定資産合計 76,640 78,617 

無形固定資産    

のれん 217 189 

その他 3,243 3,668 

無形固定資産合計 3,460 3,857 

投資その他の資産    

投資有価証券 36,627 34,287 

その他 8,825 8,797 

投資その他の資産合計 45,452 43,084 

固定資産合計 125,553 125,559 

資産合計 261,112 267,182 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2015年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2015年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 34,407 35,151 

短期借入金 17,585 18,208 

未払法人税等 1,973 1,758 

賞与引当金 2,041 2,111 

その他の引当金 60 27 

その他 13,424 9,617 

流動負債合計 69,493 66,875 

固定負債    

長期借入金 7,466 10,761 

退職給付に係る負債 13,806 14,191 

その他の引当金 152 136 

その他 6,960 7,063 

固定負債合計 28,385 32,152 

負債合計 97,878 99,028 

純資産の部    

株主資本    

資本金 22,899 22,899 

資本剰余金 19,925 19,925 

利益剰余金 100,652 104,816 

自己株式 △226 △227 

株主資本合計 143,251 147,415 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,363 5,572 

土地再評価差額金 4,095 4,095 

為替換算調整勘定 5,316 5,795 

退職給付に係る調整累計額 △2,108 △1,986 

その他の包括利益累計額合計 13,667 13,476 

非支配株主持分 6,314 7,262 

純資産合計 163,233 168,153 

負債純資産合計 261,112 267,182 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2014年４月１日 
 至 2014年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2015年４月１日 

 至 2015年９月30日) 

売上高 100,325 109,697 

売上原価 78,142 84,298 

売上総利益 22,183 25,398 

販売費及び一般管理費 15,345 16,418 

営業利益 6,838 8,980 

営業外収益    

受取利息 124 139 

受取配当金 168 211 

持分法による投資利益 161 － 

為替差益 231 － 

その他 170 200 

営業外収益合計 855 550 

営業外費用    

支払利息 227 224 

持分法による投資損失 － 148 

為替差損 － 166 

その他 186 285 

営業外費用合計 414 825 

経常利益 7,279 8,705 

特別損失    

有形固定資産除却損 70 241 

投資有価証券評価損 － 29 

特別損失合計 70 271 

税金等調整前四半期純利益 7,209 8,434 

法人税、住民税及び事業税 1,778 2,149 

法人税等調整額 154 △10 

法人税等合計 1,933 2,139 

四半期純利益 5,275 6,294 

非支配株主に帰属する四半期純利益 258 431 

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,017 5,863 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2014年４月１日 
 至 2014年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2015年４月１日 

 至 2015年９月30日) 

四半期純利益 5,275 6,294 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,079 △747 

為替換算調整勘定 △921 658 

退職給付に係る調整額 96 114 

持分法適用会社に対する持分相当額 53 △36 

その他の包括利益合計 307 △11 

四半期包括利益 5,583 6,283 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,524 5,672 

非支配株主に係る四半期包括利益 58 610 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2014年４月１日 
 至 2014年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2015年４月１日 

 至 2015年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 7,209 8,434 

減価償却費 4,457 4,692 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 333 553 

有形固定資産除却損 70 241 

受取利息及び受取配当金 △292 △350 

支払利息 227 224 

為替差損益（△は益） △76 165 

持分法による投資損益（△は益） △161 148 

売上債権の増減額（△は増加） △430 △2,949 

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,214 △1,338 

仕入債務の増減額（△は減少） 452 611 

その他 △1,081 △650 

小計 8,492 9,782 

利息及び配当金の受取額 604 570 

利息の支払額 △240 △259 

法人税等の支払額 △2,815 △2,406 

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,041 7,688 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有価証券の売却及び償還による収入 2,600 2,600 

有価証券の取得による支出 △2,600 △2,600 

有形固定資産の取得による支出 △3,901 △4,119 

無形固定資産の取得による支出 △428 △543 

投資有価証券の取得による支出 △512 △109 

その他 △637 △630 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,480 △5,403 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 736 573 

長期借入れによる収入 － 5,000 

長期借入金の返済による支出 △217 △5,605 

配当金の支払額 △1,182 △1,449 

その他 △289 △311 

財務活動によるキャッシュ・フロー △953 △1,792 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △377 222 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △769 715 

現金及び現金同等物の期首残高 38,670 41,697 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 577 

現金及び現金同等物の四半期末残高 37,901 42,990 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2014年４月１日 至 2014年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 
(注２) 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注３） 
  化学品事業 食品事業 計 

売上高              

(1) 外部顧客への売上高 70,490 26,526 97,017 3,308 100,325 － 100,325 

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高 
92 8 100 6,048 6,148 △6,148 － 

計 70,583 26,534 97,117 9,357 106,474 △6,148 100,325 

セグメント利益 6,138 376 6,515 379 6,895 △56 6,838 

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事及び工事管理、物流

      業、不動産業等を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額△56百万円は、セグメント間取引消去額を含んでおります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2015年４月１日 至 2015年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 
(注２) 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注３） 
  化学品事業 食品事業 計 

売上高              

(1) 外部顧客への売上高 76,843 29,489 106,333 3,364 109,697 － 109,697 

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高 
100 8 109 6,118 6,227 △6,227 － 

計 76,944 29,497 106,442 9,482 115,924 △6,227 109,697 

セグメント利益 8,189 534 8,723 295 9,018 △38 8,980 

(注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事及び工事管理、物流

      業、不動産業等を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額△38百万円は、セグメント間取引消去額を含んでおります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

    ２．報告セグメントの変更等に関する事項

     （在外子会社の収益及び費用の本邦通貨への換算方法の変更）

 「会計方針の変更」に記載のとおり、在外子会社の収益及び費用は、従来、決算日の直物為替相場により円

貨に換算していましたが、第１四半期連結会計期間より期中平均為替相場による方法に変更しております。こ

の変更は、在外子会社における売上高の重要性が増してきており、在外子会社の業績をより的確に連結財務諸

表に反映させるために行ったものです。 

 この変更に伴い、報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額の算定方法を変更し、前第２四半期

連結累計期間については、遡及適用後の「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情

報」となっております。 

 

株式会社ＡＤＥＫＡ（4401）平成28年３月期 第２四半期決算短信

10




